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ら「現代」について考えるということを強調してこられました。
ご専門は，近現代ドイツ社会経済史，なかでもドイツ手工業史であり，専修大学社会
科学研究所の月報にも，ドイツの「職業教育と資格」などの論考を寄せられています。
学内の公務では，主なものだけでも，就職指導委員会委員，体育部委員会委員，国際
交流センター運営委員会委員などがありますが，特に入学試験委員会委員長を２０００年か
ら３期６年勤められたことが最も重要です。このときに，入試制度の抜本的な整備を行
われたことは大きな功績として現在も残っています。
そして，高校時代からのサッカーです。長年，本学サッカー部の部長として惜しみな
く尽力され，ついに昨年は関東大学リーグ一部リーグ初優勝，さらに全日本大学選手権
で初出場・初優勝という快挙を成し遂げられました。今年も総理大臣杯準優勝を勝ち取
り，これらによって川崎市スポーツ賞も得ています。
八林秀一さん，あなたはこのように学問とスポーツの両道での活躍を一身に兼ね備え
ることができました。「秀一」というお名前の通り，まさに「秀でた」存在でした。そ
のことによって，専修大学の発展にも大きく貢献されました。あなたを誇りに思うとと
もに，心よりお礼を申し上げます。
八林秀一さん，長い間，本当にありがとうございました。安らかにお眠りください。
２０１２年１１月１１日
専修大学経済学部長 福島 利夫
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